
印刷して学生
みなさんで

お読みください！

私たちは持続可能な開発目標(SDGs)を支援しています。
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神戸大学生協

共済給付件数増加への取り組み
取り組み概要

POINT.1

取り組み前の2019年、神戸大学生協では学生総合共済への加入率が
74.6%でしたが、給付申請は少なく、加入率の高さに伴っていないという
課題がありました。
その課題を解決するために、他大学生協で行われていた取り組みをヒン

トに、共済給付事例をレシートに掲載することとなりました。ここには、
給付を知らせ、給付申請漏れをなくすことで、助けられる組合員を増や
したいという思いがありました。

取り組みの背景

POINT.2 給付事例選定へのこだわり

ご質問や[ K’s NEWS ]で紹介したい
活動があれば、ご連絡ください！
ブロック学生事務局 [ 白﨑 優奈 ] 

Shirasaki.Yuna@univ.coop

POINT.3

神戸大学生協では、学生総合共済に限らず何かしらの共済・保険制度に
加入してほしいという思いで組合員活動を行っています。ここには、組合
員を誰一人取り残さずに助けるという思いが込められています。
加入の促進には、給付分野の伸長が欠かせません。給付が増えなければ

共済の良さを実感する組合員が減り、たすけあいの輪が広がりにくいから
です。神戸大学生協では、ホームページやSNSでも給付事例を紹介してい
ます。レシートも含め、身近な媒体から共済を自分事に捉えてもらえるよ
うな工夫を通して、加入・給付双方へのアプローチができていました。

共済活動への思い
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食事中はトレーやレシートに目が向く機会が多いため、購買でなく食堂
のレシートに掲載することを決定しました。事例掲載にあたっては、活用
してよいと回答されたたすけあいアンケートを使用しています。
また、掲載内容は毎日更新され、共済に限らず幅広い事例を紹介できて

います。特に、部活・サークルの先輩や大学から提案されにくい日常の給
付事例を紹介できている点が、給付申請の周知につながっていると考えら
れます。実際に、「レシートの給付事例を見て給付を受けられると知っ
た」との声があり、給付件数も増加しました。

日時：2019年10月〜
場所：神戸大学生協 各食堂店舗
組合員の反応：給付のきっかけについて、
「レシートを見て」と答える学生が見られ、
給付申請数が増加した。[ 健康と安全 ]

背景や概要：神戸大学生協の、共済加入率は高い
ものの給付申請件数は多くないという課題を解決
するための取り組み。店舗など身近な場所から給
付事例を紹介することで、組合員の目に留まりや
すく、給付申請を伝えられる工夫となっている。
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